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日
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院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
樋
高
剛
君
提
出
理
学
療
法
上
の
吸
引
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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博

之



衆
議
院
議
員
樋
高
剛
君
提
出
理
学
療
法
上
の
吸
引
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

か
く
た
ん

理
学
療
法
士
は
、
そ
の
養
成
課
程
に
お
い
て
、
喀
痰
吸
引
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
一
般
的
に
は
習
得
し

い

て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患
者
に
対
し
て
行
う
場
合
を
含
め
理
学
療
法
士
が
喀
痰
吸
引
を
そ
の
業

務
と
し
て
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


